
ゴ
ミ
処
理
の
そ
の
後
につ
いて

文
化
生

活
の
向
上

と
共
に
ご

み
の
排
出

量
は
年
々

増
加
し
て

い
ま
寸
が

各
家
庭
か

ら
日
々
排

出
さ
れ
る

ご
み
の
処

理
は
長
門

大
津
の
各

市
町
村
に

と
っ
て
共

通
の
悩
み

で
あ
り
ま

す
。住

民
の

生
活
環
境

の
整
備
を

は
か
り
、

明
る
く
住

み
よ
い
町

作
り
の
た

め
昭
和
四

十
五
年
長
門
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

を
設
立
し
、
小
浜
に
ご
み
処
理
場
を
建

設
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
生
活
文
化
の
向
上
に
伴
い

ご
み
の
排
出
量
が
伸
び
印
設
の
処
理
能

力
を
超
え
た
ご
み
が
毎
日
持
込
ま
れ
パ

ン
ク
寸
前
の
状
態
が
昨
今
の
状
況
で
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
三
隅
町
が
昨
年
八
月
以
来

皆
様
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
ご
み
の
減

量
運
動
に
多
大
の
ご
協
力
を
い
。た
だ
き

感
謝
巾
し
上
げ
ま
す
。

収
集
量
で
み
ま
す
と
、
昨
年
四
月
？
八

月
ま
で
の
月
間
収
集
量
の
平
均
は
七
三

ト
ン
、
運
動
実
施
量
は
平
均
六
一
ト
ン

で
各
月
の
バ
ラ
ツ
キ
は
あ
る
と
し
て
も

実
に
二
割
ち
か
く
の
城
量
の
成
果
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

町
が
ご
み
処
理
に
要
す
る
年
間
経
費

は
一
五
、
五
二
〇
千
円
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
も
ご
み
の
排
出
量
に
よ
っ
て
多

分
に
増
減
致
し
ま
す
。

今
後
も
引
続
き
ご
み
の
減
量
運
動
に
ご

協
力
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
再
生
利
用

を
考
え
て
い
た
だ
く
様
お
願
い
し
ま
す

中小企業に働くみなさん
共済会に加入しましょう

中
小
企
業
に
働
く

人
々
の
安
定
し
た
豊

か
な
生
活
を
築
く
た

め
、
市
町
村
の
福
祉

対
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
中
小
企
業
労
働

者
共
済
会
を
設
置
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
共
済
会
は
、

主
と
し
て
、
死
亡
、

火
災
な
ど
の
際
の
共

済
金
の
給
付
、
生
活

資
金
の
融
資
、
住
宅

金
な
ど
の
融
資
あ
つ

せ
ん
の
二
つ
の
事
業

を
行
い
ま
す
。

中
小
企
業
に
働
く

み
な
さ
ん
、
少
な
い
負
担
で
生
活
を
守

る
、
こ
の
共
済
会
加
入
を
お
す
す
め
い

た
し
ま
す
。

現
在
加
入
口
数
　
一
六
○

一
、
共
済
会
費
及
び
給
付
内
容

一
人
、
一
口
（
掛
金
月
額
）
四
〇
〇
円

交
通
事
故
死
亡
　
最
高

一
七
〇
万
円
保
障

労
働
災
害
死
亡
　
最
高

一
四
〇
万
円
保
障

住
宅
火
災
　
最
高
　
五
〇
万
円
保
障

生
活
資
金
貸
付
限
度
額二
四
万
円
以
内

住
宅
資
金
貸
付
限
度
額
　
最
高

三
〇
〇
万
円

二
、
加
入
で
き
る
人

契
約
発
効
日
に
年
令
が
満
1
5？
7
0才

の
健
康
で
正
常
に
就
業
し
て
い
る
人

三
、
共
済
の
種
類
　
①
型
一
五
才
～
六

四
才
の
人
が
加
入
す
る
共
済

②
型
　
①
型
を
二
口
　
加
入
し
た

人
が
加
入
す
る
共
済
（
給
付
金
二

ゴ
ミ
の
分
別
収
集
に
ご
協
力
下
さ
い

倍
）
③
型
六
五
才
～
七
〇
才
の
人

が
加
入
す
る
共
済

三
隅
町
の
指
定
民
俗
文
化
財

第
二
号
に
腰
輪
お
ど
り

三
隅
町

で
は
数
百

年
前
か
ら

伝
え
ら
れ

て
お
り
ま

す
「
腰
輪

踊
」
が
あ

り
ま
す
が

記
録
に
残

る
も
の
が

な
い
の
で

定
か
で
あ

り
ま
せ
ん

が
、
言
い

伝
え
に
よ

る
と
約
二

百
年
前
。

中
に
年
老

い
た
取
り

上
げ
は
あ

さ
ん
が
い

て
、
龍
王

の
乙
姫
の

難
産
を
救

っ
た
お
礼

に
、
そ
の
ば
あ
さ
ん
の
最
大
の
願
い
で

あ
っ
た
旱
魃
の
時
の
水
を
絶
え
な
い
よ

う
に
し
て
や
る
の
で
龍
王
を
祀
り
豊
年

踊
り
を
せ
よ
と
の
こ
と
で
旱
魃
に
は
祭

壇
を
作
り
龍
王
を
祀
り
祝
詞
を
上
げ
豊

年
踊
り
を
盛
大
に
行
っ
て
雨
を
乞
え
ば

大
雨
が
降
っ
た
と
云
う
、
こ
れ
が
隣
村

へ
も
伝
え
ら
れ
、
奉
納
等
と
な
っ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

三
隅
町
に
は
四
種
の
腰
輪
踊
り
が
あ

り
ま
す
、
上
地
区
腰
輪
踊
り
保
存
会
の

も
の
は
「
闘
鶏
」
中
地
区
の
も
の
は
「

月
の
前
の
鈴
楽
」
豊
原
地
区
の
も
の
は

「
獅
子
の
洞
入
り
」
下
地
区
の
も
の
は

「
虎
の
子
渡
し
｀
で
あ
っ
て
、
四
種
共

に
完
全
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の
は
珍

ら
し
い
、
こ
う
し
た
古
里
の
心
を
長
く

残
す
た
め
に
、
昭
和
五
十
二
年
一
月
二

十
七
日
、
三
隅
町
指
定
に
教
育
委
員
会

で
指
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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